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暑
さ
が
続
く
毎
日

だ
っ
た
の
が
、
台
風

を
境
に
急
に
寒
さ
が

感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
台
風
が
来
る
時
期

な
の
で
被
災
地
へ
の
対
策
が
急
が

れ
ま
す
。
▼
今
年
は
日
本
全
体
が

津
波
と
原
発
に
よ
る
被
害
が
大
き

く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、

追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
話
題

が
あ
り
ま
す
。
野
田
新
首
相
は
原

発
再
稼
動
、
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

な
ど
を
国
連
演
説
の
中
で
表
明
し

ま
し
た
。
国
民
に
税
金
の
負
担
増
、

放
射
能
の
恐
怖
、
農
業
な
ど
の
壊

滅
的
打
撃
を
押
し
付
け
よ
う
と
言

う
の
で
す
。
国
民
が
願
っ
て
い
る

被
災
地
の
復
興
や
雇
用
問
題
な
ど

で
は
無
く
、
ア
メ
リ
カ
や
財
界
の

意
向
を
真
っ
先
に
行
う
事
を
約
束

し
た
演
説
で
し
た
。
▼
今
、
欧
米

で
は
「
私
達
に
増
税
を
」
と
言
う

富
裕
層
の
発
言
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
口
火
を
切
っ
た
の
は
世

界
最
大
の
投
資
も
ち
株
会
社
「
パ
ー

ク
シ
ャ
ー
・
ハ
サ
ウ
ェ
イ
」
の
会

長
兼
最
高
経
営
責
任
者
で
Ｎ
Ｙ
タ

イ
ム
ス
紙
へ
の
寄
稿
の
中
で
「
億

万
長
者
に
優
し
い
議
会
に
よ
っ
て

長
い
間
甘
や
か
さ
れ
て
き
た
」
と

し
、
大
資
産
家
へ
の
増
税
を
提
案
、

こ
れ
に
企
業
経
営
者
や
投
資
家
で

作
る
米
国
の
非
政
府
組
織
が
支
持

を
表
明
、
ま
た
ド
イ
ツ
の
資
産
家

５
０
人
の
グ
ル
ー
プ
も
最
富
裕
層

へ
の
２
年
間
の
課
税
強
化
を
訴
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
比
べ
日
本
で

は
大
企
業
に
富
の
集
中
を
強
化
す

る
よ
う
政
府
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
違
い
は
一
体
何
な
の
か
？

あけび

花言葉：唯一の恋

電
機
産
業
で
働
く
労
働
者
ら
で
つ
く
る

電
機
労
働
者
懇
談
会
（
電
機
懇
）
の
第
２

４
回
総
会
が
９
月
１
７
日
、
静
岡
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

現
場
か
ら
リ
ス
ト
ラ
を

許
さ
な
い
運
動
を

来
賓
と
し
て
全
国
労
働
組
合
総
連
合

（
全
労
連
）
の
根
本
隆
副
議
長
は
「
ソ
ニ
ー

仙
台
を
は
じ
め
、
震
災
や
円
高
を
理
由
に

解
雇
や
雇
い
止
め
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
歴
史
も
長
く
職
場
か
ら

粘
り
強
く
た
た
か
っ
て
き
た
電
機
懇
に
期

待
し
て
い
る｣

と
挨
拶
。

今
井
節
生
代
表
は
、
電
機
の
職
場
か
ら

原
発
ゼ
ロ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
円
高

に
便
乗
し
た
海
外
移
転
や
非
正
規
や
正
規

社
員
の
解
雇
を
許
さ
な
い
運
動
を
現
場
か

ら
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

企
業
は
人
間
と
し
て
扱
え

討
論
で
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ

会
社
に
正
社
員
化
を
求
め
て
裁
判
を
た
た

か
っ
て
い
る
河
本
猛
さ
ん
が
、
１
４
日
の

福
井
地
裁
の
不
当
判
決
に
つ
い
て
「
事
実

誤
認
と
ず
さ
ん
な
証
拠
認
定
で
事
実
を
ゆ

が
め
た
」
と
批
判
。
控
訴
し
「
勝
利
と
労

働
者
の
権
利
を
勝
ち
取
る
た
め
に
頑
張
る
」

と
の
べ
ま
し
た
。

非
正
規
切
り
裁
判
で
は
旧
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
熊

本
）
訴
訟
の
柳
瀬
強
原
告
団
長
が
「
企
業

の
身
勝
手
な
使
い
捨
て
を
許
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
裁
判
で
も
勝
利
す
る
た
め
、
引

き
続
き
頑
張
る
」
と
訴
え
。
１
１
月
判
決

の
三
菱
電
機
（
名
古
屋
）
か
ら
地
域
の
ビ

ラ
配
布
な
ど
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
沖
電
気
工
業
）
の
関
連
会
社

に
出
向
し
た
青
年
の
過
労
自
殺
で
２
月
に

労
災
認
定
さ
せ
た
取
り
組
み
な
ど
全
国
各

職
場
か
ら
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
の
切
実
な
要
求
を
前
進
さ
せ
よ
う

総
会
で
は
、
違
法
派
遣
や
非
正
規
切
り

を
告
発
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正

な
ど
の
運
動
を
提
起
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
や

長
時
間
労
働
を
な
く
し
、
定
年
後
の
希
望

者
全
員
の
雇
用
延
長
な
ど
に
取
り
組
む
と

し
た
活
動
方
針
を
採
択
し
ま
し
た
。

電
機
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

未
組
織
労
働
者
が
個
人
で
入
れ
る

全
国
的
な
労
働
組
合
「
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
」
が
９
月
１
８
日
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
未
組
織
の
た

め
に
厳
し
い
労
働
条
件
に
置
か
れ

て
い
る
約
３
４
０
万
人
労
働
者
の

要
求
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

結
成
大
会
に
は
全
国
か
ら
電
機

の
仲
間
が

参
加
。

来
賓
と
し

て
参
加
し

た
山
下
芳

生
参
院
議

員
は
「
電

機
産
業
の

労
働
者
の
多
く
が
未
組
織
の
現
状

は
日
本
社
会
の
重
大
な
遅
れ
で
あ

り
、
組
合
結
成
は
劣
悪
、
無
権
利

な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
未
組
織
、

非
正
規
労
働
者
に
と
っ
て
希
望
の

星
に
な
る
と
と
も
に
、
膨
大
な
未

組
織
労
働
者
の
組
織
化
と
た
た
か

い
を
通
じ
て
日
本
社
会
の
姿
か
た

ち
を
変
え
る
こ
と
に
も
通
じ
る
大

き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
」
と
激

励
。結

成
準
備
会
代
表
の
中
山
森
夫

さ
ん
は
「
こ
の
１
０
年
間
の
電
機

ユ
ニ
オ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
、
派

遣
社
員
、
契
約
社
員
、
管
理
職
な

ど
多
く
の
未
組
織
労
働
者
の
切
実

な
要
求
を
実
現
し
て
き
た
。
全
国

が
ひ
と
つ
に
な
り
更
に
力
を
発
揮

し
て
い
く
た
め
、

電
機
産
業
別
の

全
国
組
織
の
結

成
が
待
た
れ
て

い
た
」
と
挨
拶

し
、
運
動
方
針
な
ど
を
提
案
。
満

場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
し
た
米
田
徳
治
委
員
長

（
元
沖
電
気
）
は
「
労
働
者
の
生

活
と
権
利
を
守
り
、
職
場
の
民
主

主
義
を
確
立
す
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
前
進
し

て
頑
張
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し

た
。

大
会
で
は
書

記
長
に
森
英

一
氏
（
Ｎ
Ｅ

Ｃ
）
を
選
出

し
ま
し
た
。

労
働
者
の
要
求
実
現
へ

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
を
結
成

円高・震災を口実にしたリストラを許さず
非正規と正規社員が心をひとつにして！

電機労働者懇談会第２４回総会が開かれる

皆さんの職場で、派遣・契約社員切り、

契約業務内容違反、賃金不払い・サー

ビス残業など、おかしいと思うことは

ありませんか？そんな時、気軽に相談

を。もちろん秘密は厳守します。

ＯＡＫホームページの相談コーナーで

受け付けています。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

一
人
で
も
誰
で
も
入
れ
る
労
働

組
合
で
す
。
加
入
や
ご
相
談
は

左
記
ま
で
。

《
事
務
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》
東
京
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０
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全国の電機の仲間が交流しあった総会
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怒
り
心
頭

【
東
京
・
芝
浦
】

あ
る
講
演
会
で
朝
日
新
聞
が
、

原
発
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
記
事
を

連
載
し
た
話
を
聞
い
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
１
９
７
６
年

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
大
熊
由

紀
子
記
者
が
４
８
回
に
わ
た
っ
て

連
載
記
事
を
書
い
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。

本
記
事
は
、
朝
日
新
聞
社
か
ら

「
核
燃
料
―
探
査
か
ら
廃
棄
物
処

理
ま
で
」
と
言
う
本
で
出
版
さ
れ
、

記
事
に
は
、
建
設
に
携
わ
っ
た
技

術
者
が
如
何
に
安
全
性
に
取
り
組

ん
だ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
や
検

討
を
し
て
こ
ぎ
つ
け
た
ゆ
る
ぎ
な

い
安
全
な
製
造
物
で
あ
る
か
を
記

述
し
て
い
る
。
危
険
性
は
、
テ
レ

ビ
で
も
放
送
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

「
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
」
レ
ポ
ー
ト
を

参
考
に
「
原
子
炉
１
０
０
基
を
運

転
し
て
い
て
も
、
人
ひ
と
り
が
死

ぬ
確
立
は
５
０
億
分
の
一
で
、
隕

石
に
当
た
っ
て
死
ぬ
確
立
と
同
じ

で
あ
る
。
」
と
記
載
し
て
い
る
。

最
後
に
記
者
は
、
あ
と
が
き
で
、

「
原
発
廃
絶
を
唱
え
る
多
く
の
人

の
著
書
を
読
み
、
実
際
会
っ
て
話

を
し
た
が
、
多
く
の
人
は
正
確
な

知
識
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
驚
い

た
。
ア
メ
リ
カ
の
反
原
発
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
、
そ
の
孫
引
き
程
度

の
知
識
で
原
発
廃
絶
を
主
張
し
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
人
を
含
め
、

す
べ
て
の
人
に
核
燃
料
の
基
礎
的

知
識
を
持
っ
た
上
で
冷
静
な
判
断

を
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、
こ
の
記

事
を
書
き
、
本
を
出
版
し
た
。
」

と
書
い
て
い
る
。

朝
日
新
聞
も
大
熊
由
紀
子
氏
も

こ
の
事
故
で
の
反
省
弁
は
無
い
。

こ
ん
な
の
で
良
い
の
か
と
怒
り
心

頭
で
す
。

派
遣
社
員
へ

一
〇
〇
％
の
賃
金
補
償
を
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

Ｈ
Ｇ
Ｗ
（
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
）
の
職
場
で
、
製
品
の
不
具
合

が
発
生
し
、
８
月
３
０
日
は
夜
勤

労
働
者
が
、
ま
た
、
８
月
３
１
日

午
後
か
ら
昼
勤
の
派
遣
労
働
者

（
正
社
員
は
、
年
休
な
ど
）
が
自

宅
待
機
と
な
り
ま
し
た
。
補
償
の

内
容
は
「
会
社
と
派
遣
会
社
で
は

当
日
午
後
の
賃
金
は
１
０
０
％
補

償
、
翌
日
か
ら
契
約
の
６
０
％
を

補
償
で
合
意
を
し
た
よ
う
で
す
。

派
遣
社
員
へ
の
補
償
は
、
派
遣

会
社
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
も
ピ
ン
は
ね
を
さ
れ
怒
り

の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

今
回
の
生
産
の
一
時
中
断
、
自

宅
待
機
は
会
社
の
責
任
で
お
き
た

も
の
で
す
。
派
遣
で
働
く
労
働
者

に
は
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
低

の
60
％
の
賃
金
補
償
で
は
誠
意
の

あ
る
対
応
と
は
い
え
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

派
遣
で
は
た
ら
く
労
働
者
が
昼

夜
働
き
、
人
手
不
足
を
補
い
沖
電

気
の
生
産
部
門
を
支
え
て
い
ま
す
。

派
遣
元
も
含
め
て
、
誠
意
あ
る

対
応
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も

聞
え
て
き
ま
す
。

職
場
は
間
詰
め
で

ま

づ

息
苦
し
い

【
群
馬･

富
岡
】

１
年
前
か
ら
続
く
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
職

場
の
本
庄
か
ら
富
岡
へ
の
移
管
で

約
１
６
０
名
が
移
動
し
ま
し
た
。

組
み
立
て
試
験
を
富
岡
へ
移
動

し
た
こ
と
で
年
間
３
億
円
の
コ
ス

ト
削
減
に
な
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
、
来
年
の
３
月
に
向
け
て
、
本

庄
に
残
っ
て
い
る
、
現
金
処
理
機

のA
TM-
Bank
IT

な
ど
メ
カ
ト
ロ
系

の
製
品
の
移
動
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

富
岡
工
場
で
は
、
そ
れ
に
伴
っ

て
ス
ペ
ー
ス
の
間
詰
め
が
、
進
ん

で
い
ま
す
。
各
職
場
で
３
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
削
減
と
い
う
こ
と
で
、

あ
ち
こ
ち
に
、
赤
枠
で
囲
ま
れ
た

ス
ペ
ー
ス
が
出
来
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
、
生
ま
れ

た
ス
ペ
ー
ス
を
ま
と
め
る
よ
う
で

す
。
ス
ペ
ー
ス
の
余
裕
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
行
き
過
ぎ
た
ス

ペ
ー
ス
の
圧
縮
は
、
息
苦
し
さ
と

同
時
に
、
品
質
や
生
産
性
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

防
災
３
点
セ
ッ
ト

全
員
に
配
布

【
ラ
ピ
ス

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

０
８
年
１
０
月
に
沖
電
気
の
半

導
体
部
門
が
ロ
ー
ム
社
に
売
却
さ

れ
て
、
社
名
が
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
１
０
月
１
日
に
、
沖
電
気
の

持
ち
株
５
％
（
４
４
億
５
千
万
円
）

が
ロ
ー
ム
社
に
売
却
さ
れ
た
の
に

伴
い
社
名
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ピ
ス
＝
宝
石
の
一
種
で
あ
る
ラ

ス
ラ
ズ
リ
の
語
源
に
由
来
し
、
理

想
、
輝
き
で
会
社
全
体
が
輝
き
た

い
と
い
う
期
待
を
込
め
て
命
名
さ

れ
た
。

今
年
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の

災
害
が
多
く
交
通
機
関
が
止
ま
る

こ
と
も
あ
り
、
徒
歩
で
の
帰
宅
な

ど
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

対
策
と
し
て
会
社
は
、
八
王
子
地

区
の
正
規
、
請
負
社
員
な
ど
全
て

の
社
員
（
４
０
０
人
弱
）
に
対
し

て
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
小
型
懐
中
電

灯
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ッ
パ
の
３
点
セ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

い
つ
起
き
る
か
判
ら
な
い
災
害

に
対
応
し
た
配
慮
で
す
。
こ
の
よ

う
な
取
組
み
が
、
全
て
の
企
業
・

自
治
体
な
ど
で
拡
が
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

【
編
集
後
記
】

プ
リ
ン
タ
部
門
の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー

タ
（
群
馬
・
高
崎
）
で
働
い
て
い

た
ベ
テ
ラ
ン
派
遣
技
術
者
が
次
々

と
雇
い
止
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
法
派
遣
を
労
働
局
に
訴
え
る

人
も
。
雇
用
守
れ
の
声
を
大
き
く

し
、
支
援
し
ま
し
ょ
う
！

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
４
７
回

労
働
組
合
の
影
響
力
低
下

グ
ル
ー
プ
の
労
組
加
入
率

４
６
％
に

原
子
力
発
電
の
コ
ス
ト
は
火

力
、
水
力
の
発
電
に
比
べ
安
い
。

と
電
気
事
業
連
合
会
は
国
民
に

言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
（
１

Ｋ
Ｗ
ｈ
・
水
力
１
１
・
９
円
、

火
力
６
・
２
円
、
原
子
力
５
・

３
円
）
し
か
し
利
用
者
が
支
払

う
電
気
料
金
に
は
電
源
開
発
促

進
税
と
い
う
税
金
が
上
乗
せ
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
を
コ
ス

ト
に
反
映
す
る
と
水
力
７
・
２

６
円
、
火
力
９
・
９
円
、
原
子

力
１
０
・
６
８
円
（
表
・
大
島

立
命
館
教
授
）
と
な
り
原
子
力

の
コ
ス
ト
は
水
力
、
火
力
よ
り

高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
電

源
３
法
交
付
金
で
、
原
発
立
地

の
用
地
買
収
・
地
元
へ
の
交
付

金
・
補
助
な
ど
国
民
の
税
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
自
治

体
は
こ
の
補
助
で
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
・
文
化
会
館
・
公
民
館
な

ど
を
建
設
し
ま
し
た
。
数
年
立

ち
補
助
金
が
な
く
な
る
と
施
設

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
新
し
い
原
発
を
誘
致
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
発
も
い
つ
か
は
廃
炉
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
発
電

を
止
め
て
も
す
ぐ
解
体
は
で
き

ま
せ
ん
。
放
射
能
が
下
が
る
ま

で
、
保
守
点
検
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
原
発
を
運
転
す
る
た

め
に
は
使
用
済
み
の
核
燃
料
や

廃
棄
物
も
で
ま
す
。
何
万
年
も

破
壊
さ
れ
な
い
施
設
の
建
設
な

ど
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地

震
国
で
す
。
事
故
が
起
き
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

人
間
が
制
御
で
き
な
い
原
発

は
な
く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
原
発
は
安
上
が
り
」

は

嘘
だ
っ
た
。

１６，６９７

２５，６２６

９
２
年
か
ら
続
い
た
沖
電
気
グ

ル
ー
プ
の
リ
ス
ト
ラ
で
、
労
働
組

合
員
が
減
少
し
、
非
組
合
員
が
多

数
派
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ＥＭＳ：電子機器の受託生産を

行うサービスのこと

従
業
員
は
１
０
年
間
で

８
９
２
９
人
減
（
３
５
％
）

労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
下
が

著
し
い
沖
労
組
。
比
例
し
て
賃
金

や
労
働
条
件
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

非
正
規
社
員
の
組
合
化
が

急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日本、公的教育支出で最下位続く ＯＥＣＤ調査

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は９月１３日、２００８年の加盟各国

の国内総生産（ＧＤＰ）に占める学校など教育機関への公的支出の割合

を発表した。日本は３・３％で、データの比較が可能な３１カ国中で最

下位だった。 日本は０５、０７年も最下位となり、低迷が続いてい

る。今回のデータは自公政権時代のもので、民主党政権で実施した高校

無償化などは加味されていない。このためＯＥＣＤは「今後、日本の支

出割合は増えるのではないか」とみている。(報道 ニュースより）

原発コスト比較１kwh/円


